
第
二
百
十
一
回

国

会

参
議
院
財
政
金
融
委
員
会
会
議
録
第
八
号

令
和
五
年
四
月
四
日（
火
曜
日
）

午
前
十
時
開
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

委
員
の
異
動

三
月
三
十
日

辞
任

補
欠
選
任

臼
井

正
一
君

藤
川

政
人
君

越
智

俊
之
君

野
上
浩
太
郎
君

三
月
三
十
一
日

辞
任

補
欠
選
任

梶
原

大
介
君

岡
田

直
樹
君

四
月
三
日辞

任

補
欠
選
任

野
上
浩
太
郎
君

田
中

昌
史
君

梅
村

聡
君

青
島

健
太
君

四
月
四
日辞

任

補
欠
選
任

小
池

晃
君

岩
渕

友
君

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

委
員
長

酒
井

庸
行
君

理

事

浅
尾
慶
一
郎
君

大
家

敏
志
君

西
田

昌
司
君

横
沢

高
徳
君

上
田

勇
君

委

員

佐
藤

信
秋
君

田
中

昌
史
君

馬
場

成
志
君

藤
川

政
人
君

古
川

俊
治
君

宮
沢

洋
一
君

宮
本

周
司
君

勝
部

賢
志
君

柴

愼
一
君

秋
野

公
造
君

横
山

信
一
君

青
島

健
太
君

浅
田

均
君

大
塚

耕
平
君

岩
渕

友
君

神
谷

宗
幣
君

堂
込
麻
紀
子
君

国
務
大
臣

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一
君

副
大
臣

財
務
副
大
臣

秋
野

公
造
君

事
務
局
側

常
任
委
員
会
専
門

員

小
松

康
志
君

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

○
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

○
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に

伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
委
員
長（
酒
井
庸
行
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
財
政
金
融
委

員
会
を
開
会
を
い
た
し
ま
す
。

委
員
の
異
動
に
つ
い
て
御
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

昨
日
ま
で
に
、
越
智
俊
之
君
、
臼
井
正
一
君
、
梶
原
大

介
君
及
び
梅
村
聡
君
が
委
員
を
辞
任
を
さ
れ
、
そ
の
補
欠

と
し
て
藤
川
政
人
君
、
岡
田
直
樹
君
、
田
中
昌
史
君
及
び

青
島
健
太
君
が
選
任
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
日
、
小
池
晃
君
が
委
員
を
辞
任
さ
れ
、
そ
の

補
欠
と
し
て
岩
渕
友
君
が
選
任
を
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
委
員
長（
酒
井
庸
行
君
）
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
国
際
通
貨
基
金
及
び
国

際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
両
案
を
一
括
し
て
議
題
と

い
た
し
ま
す
。

政
府
か
ら
順
次
趣
旨
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
鈴
木

財
務
大
臣
。

○
国
務
大
臣（
鈴
木
俊
一
君
）
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
株
式
会
社
国
際
協
力
銀

行
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
国
際
通
貨
基
金
及

び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
案

の
理
由
及
び
そ
の
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

国
際
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
株
式
会
社
国
際
協
力

銀
行
の
機
能
強
化
を
通
じ
、
日
本
の
産
業
の
国
際
競
争
力

の
維
持
向
上
に
資
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化

や
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
の
日
本
企
業
の
リ
ス
ク
テ
ー
ク

推
進
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
戦
争
に
直

面
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
本
法
律

案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
こ
の
法
律
案
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
日
本
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
を
支
え

る
外
国
企
業
へ
の
貸
付
け
や
、
物
資
を
日
本
企
業
が
海
外

で
引
き
取
る
場
合
の
貸
付
け
、
海
外
で
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
強
靱
化
の
た
め
の
事
業
資
金
の
国
内
大
企
業
経

由
で
の
貸
付
け
を
可
能
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
デ
ジ
タ
ル
、
グ
リ
ー
ン
な
ど
の
成
長
分
野
を

見
据
え
た
、
日
本
企
業
の
更
な
る
リ
ス
ク
テ
ー
ク
を
後
押

し
す
る
た
め
、
海
外
事
業
を
行
う
国
内
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
や
中
堅
・
中
小
企
業
へ
の
出
資
等
を
可
能
と
す
る

と
と
も
に
、
特
別
業
務
勘
定
の
対
象
分
野
を
拡
大
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
国
際
協
調
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
復
興
支
援
へ

の
参
画
に
向
け
、
国
際
金
融
機
関
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
向

け
融
資
を
国
際
協
力
銀
行
が
保
証
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の

加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
復
興
支
援
や
公
衆
衛
生
危
機
へ

の
対
応
強
化
が
国
際
的
な
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
課
題
へ

の
対
応
を
目
的
と
し
た
基
金
の
設
立
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

政
府
は
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
が
果
た
す
役
割
や
、
本

年
の
Ｇ
７
議
長
国
と
し
て
日
本
が
国
際
社
会
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
同
銀
行
が

加
盟
国
の
復
興
又
は
開
発
を
支
援
す
る
た
め
に
設
け
る
基

金
に
対
し
て
国
債
に
よ
る
拠
出
を
可
能
と
す
る
た
め
、
本

法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
こ
の
法
律
案
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
に
設
け
ら
れ
る
基
金
に

対
し
、
予
算
で
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
国
債
に
よ
る
拠

出
を
可
能
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
当
該
基
金
に
対
し
て
、
外
国
通
貨
建
て
国
債

に
よ
る
拠
出
を
可
能
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
及
び
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀

行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

（
第

五

部
）

一

第
五
部

財
政
金
融
委
員
会
会
議
録
第
八
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】

（
一
〇
六
）



す
る
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及
び
そ
の
内
容
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
委
員
長（
酒
井
庸
行
君
）
以
上
で
両
案
の
趣
旨
説
明
の

聴
取
は
終
わ
り
ま
し
た
。

両
案
に
対
す
る
質
疑
は
後
日
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
日

は
こ
れ
に
て
散
会
を
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
時
五
分
散
会

─
─
─
─
・
─
─
─
─

三
月
三
十
一
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

一
、
消
費
税
を
五
％
に
引
き
下
げ
、
税
の
集
め
方
を
抜

本
的
に
見
直
す
こ
と
に
関
す
る
請
願（
第
六
三
三
号
）

（
第
六
三
四
号
）（
第
六
三
五
号
）（
第
六
三
六
号
）（
第

六
三
七
号
）（
第
六
三
八
号
）（
第
六
三
九
号
）（
第
六
四

〇
号
）（
第
六
四
一
号
）（
第
六
四
二
号
）（
第
六
四
三

号
）

一
、
納
税
者
の
権
利
擁
護
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
請

願（
第
七
五
八
号
）（
第
七
五
九
号
）（
第
七
六
〇
号
）

（
第
七
六
一
号
）（
第
七
六
二
号
）（
第
七
六
三
号
）（
第

七
六
四
号
）（
第
七
六
五
号
）（
第
七
六
六
号
）（
第
七
六

七
号
）（
第
七
六
八
号
）

一
、
生
理
用
品
の
課
税
撤
廃
に
関
す
る
請
願（
第
七
八

四
号
）―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

二

第
五
部

財
政
金
融
委
員
会
会
議
録
第
八
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】



─
─
─
─
・
─
─
─
─

四
月
三
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

一
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

一
、
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加

盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

三

第
五
部

財
政
金
融
委
員
会
会
議
録
第
八
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】



四

第
五
部

財
政
金
融
委
員
会
会
議
録
第
八
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】



五

第
五
部

財
政
金
融
委
員
会
会
議
録
第
八
号

令
和
五
年
四
月
四
日
【
参
議
院
】

令
和
五
年
六
月
二
十
日
作
成

参
議
院
事
務
局

作
成
者

東
京
法
令
出
版
株
式
会
社


